
テクノロジーを活用した
業務効率化事業費補助金について

山梨県 福祉保健部 健康長寿推進課

令和８年５月１２日
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１ 補助事業の概要
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１ 補助事業の概要 －背景

人口推移（山梨県） 介護職員数推計結果

「健康長寿やまなしプラン」（R6～R8年度）から引用「健康長寿やまなしプラン」（R6～R8年度）から引用

• 2040年に向けて高齢化が進行、介護職員数は需給ギャップが生じている。

• 介護労働実態調査（令和６年度山梨県版・介護労働安定センター）によると、山梨県内事業
所の７０．９％（参考値）が従業員の不足を感じている。
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• 山梨県では、介護職員の負担軽減や業務効率化による職場環境の向上を
目的に、介護事業所の介護ロボット、ICT等の導入を支援。

• 令和４年度から、介護ロボット導入費補助金及びICT導入支援事業費補助
金を「テクノロジーを活用した業務効率化事業費補助金」に統合。

H28～

テクノロジーを活用した業務効率化事業費補助金

＋テクノロジーを活用した業務効率化モデル事業

介護ロボット導入費補助金
ICT導入支援事業費補助金

R1～

R4～

統合

１ 補助事業の概要 －これまでの状況
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補助事業
(1)介護テクノロジー等の導入支援

(2)パッケージ型導
入支援

（３）導入支援と一
体的に行う

業務改善支援介護テクノロジー （うち 介護ソフト）

補助率 ３／４ ３／４ ３／４

補助内容・
上限額

○移乗支援、入浴支援
→ 100万円

○上記以外
→ ３０万円

※いずれも×導入台数

○事業所の職員数
1～10名 → 100万円

11～20名 → 150万円
21～30名 → 200万円
31名～ → 2５0万円

1,000万円

※導入に伴う通信環境
   整備も対象

４５万円

要件等
・ 原則、「ＴＡＩＳ」選定機器
・ 同一目的の機器導入の
場合、１機種に限る

・ 同左
 ・ 記録、情報共有、請求業務
   等を一気通貫で行うことが
   可能であること

・ (1)「介護業務支援」に該
当するものと連動すること
で効果が高まるテクノロ
ジーの導入

・相談窓口等よる業務
改善支援
・生産性向上の取組に
関する研修・相談
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令和７年度 県当初予算額 ２億円

１．補助事業の概要（参考：R7年度）

その他、6月補正により増額あり



補助事業
（1）介護テクノロジー等の導入支援

(2)パッケージ型導
入支援

（３）導入支援と一
体的に行う

業務改善支援介護テクノロジー （うち 介護ソフト）

補助率 ４／５ ４／５ ４／５

補助内容・
上限額

○移乗支援、入浴支援、インカム
→ 100万円

○上記以外
→ ３０万円

※いずれも×導入台数

○事業所の職員数
1～10名 → 100万円

11～20名 → 150万円
21～30名 → 200万円
31名～ → 2５0万円

※介護ソフト導入に伴い必要とな
る経費がある場合は、上記＋15
万円

1,000万円

※導入に伴う通信環境
   整備も対象

48万円

要件等
・ 原則、「ＴＡＩＳ」選定機器
・ 同一目的の機器導入の
場合、１機種に限る

・ 同左
 ・ 記録、情報共有、請求業務
   等を一気通貫で行うことが
   可能であること

・ (1)「介護業務支援」に該
当するものと連動すること
で効果が高まるテクノロ
ジーの導入

・相談窓口等よる業務
改善支援
・生産性向上の取組に
関する研修・相談
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• 国の実施要綱に基づき県の交付要綱・実施要綱を改正中。国の実施要綱を参考に示します。

令和８年度 県当初予算額 ３億円

県の要綱改正後、
県ホームページ等へ掲載１ 補助事業の概要

その他、6月補正により増額要求中



課題分析
実行計画
機器選定

機器導入 試行・運用・見直し 効果検証 運用・見直し

１ 補助事業の概要 ー業務改善計画（R6～）

厚生労働省が発行する資料等に基づき、業務改善に取り組み、業務改善計画書
を作成すること。

➢ 介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン
➢ 介護サービス事業所におけるICT機器・ソフトウェア導入に関する手引き
➢ 介護ソフトを選定・導入する際のポイント集
➢ 介護ロボット等のパッケージ導入モデル
➢ 介護現場で活用されるテクノロジー便覧

厚生労働省が発行する資料

業務改善計画
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１ 補助事業の概要 ー業務改善計画①（R6～）

厚生労働省「介護サービス事業における生産性向上（業務改善）に資するガイドライン」
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別冊として
・ 施設系サービス
・ 居宅系サービス
・ 医療系サービス



１ 補助事業の概要 ー業務改善計画②（R6～）

厚生労働省「介護サービス事業所におけるICT機器・ソフトウェア導入に関する手引」
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厚生労働省「介護サービス事業所におけるＩＣＴ機器・ソフトウェア導入に関する手引」
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/ICT_Guide.pdf2024.6.18

「生産性向上ガイドライン」で
示された「業務改善に向けた
改善活動の標準的なステッ
プ」の手順に沿って、ＩＣＴの
活用のポイントを解説



１ 補助事業の概要 ー業務改善計画③（R6～）

厚生労働省「介護ロボット等のパッケージ導入モデル」
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厚生労働省 介護ロボットのパッケージ導入モデル
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/
001126070.pdfル2024.6.18

「生産性向上ガイドライン」で
示された「業務改善に向けた
改善活動の標準的なステッ
プ」の手順に沿って、介護ロ
ボット活用のポイントを解説



２ 令和８年度の主な改正点
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２ 令和８年度の主な改正点

目的（国の実施要綱）

⇒ 上記の文言が追加されている。

R8（改正後）

（～省略）

「特に、業務時間削減効果が確認されている見守り機器・介護記録ソフト・インカムについて、小規模事業者

も含めより広く事業者へ普及させるため集中的に支援する。」
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県の要綱改正後、
県ホームページ等へ掲載

※ 県の交付要綱においても、この目的に応じた変更の可能性があります。

具体的な改正点の前に…



２ 令和８年度の主な改正点 （１／３）

（参考）国の実施要綱における改正点を示します。

改正点① 補助対象

R7（改正前）

・ 経済産業省と厚生労働省が定める「介護テクノロ
ジー利用の重点分野」に該当する機器等

⇒ 原則として、R7（改正前）においても「ＴＡＩＳ」で「介護テクノロジー」として選定された機器を補助対象とし
ていたが、R8国の実施要綱における「事業内容」に明記された。

R8（改正後）

・ 「TAIS」において「介護テクノロジー」として選定さ

れた機器（「福祉用具情報システム」（（公財）テクノエ

イド）に掲載された介護テクノロジー）等
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県の要綱改正後、
県ホームページ等へ掲載

※ 「ＴＡＩＳ」に掲載されていない機器については、「TAIS」に掲載されている介護テクノロジーと機能等が同
水準であることや、介護従事者の負担軽減等、介護サービスの質の向上につながると知事（県）が判断した機
器等については対象とする。



２ 令和８年度の主な改正点 （２／３）

（参考）国の実施要綱における改正点を示します。

改正点② 補助率

R7（改正前）

・ ３／４

⇒ 法人（事業所）負担分が1/4 → １/5へ。

R8（改正後）

・ ４／５
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県の要綱改正後、
県ホームページ等へ掲載

改正点③ 申請制限

R8（改正後）

・ 要件撤廃

R7（改正前）

・ 同一年度内に複数の機種を同一の目的のために導
入する場合、複数機種への補助は認めない。

⇒ 例）R8においては、「見守り・コミュニケーション」に係る2種の機種について申請可能。

※ 県交付要綱により、上限を定める可能性があります（例：複数機種は○種まで 等）。



２ 令和８年度の主な改正点 （３／３）

（参考）国の実施要綱における改正点を示します。

改正点④ インカムの補助上限額

R7（改正前）

・ 30万円

R8（改正後）

・ 100万円
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県の要綱改正後、
県ホームページ等へ掲載

改正点⑤ 介護ソフトの定着促進支援

R8（改正後）

・介護ソフト導入に伴い必要となる経費（Wi-Fi環境

整備費用等）がある場合、介護ソフトの補助上限額

（最大250万円）に15万円上乗せ

R7（改正前）

・介護ソフト導入に伴い必要となる経費（Wi-Fi環境
整備費用等）がある場合、介護ソフトの補助上限額
（最大250万円）の範囲内で補助

⇒ 介護ソフト導入に伴い必要となる経費（Wi-Fi環境整備費用等）がある場合、補助上限額が最大250万
円 → 265万円へ。

⇒ インカムの補助上限額が30万円 → 100万円へ。



３ 補助事業のスケジュール
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３ 補助事業のスケジュール
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１～３月１０～１２月７～９月４～６月

補
助
事
業

交付要綱
制定

実績報告・
支払

補助金のスケジュールは過去の実績を掲載（R8については今後、県HPに掲載します）

補助事業者
選定、内示

⚫７月までに協議依頼を行う予定です（国の交付決定等により前後する場合があります）。

※ 使用するメニュー、導入機器、所要額を回答してください。

※ 事業計画書、見積書について準備をお願いします（様式は県HPへアップします）。

⚫令和9年2月10日までに事業を完了（支払いを完了し、県へ実績報告書を提出する）する必要
があります。

協議（※）
実績報告
2月10日まで

交付決定
（時期未定）

この時点で事業計画書を提出。
要望調査を提出した事業所を優先します。
※国の協議期限によっては前後する可能性があります。

事業実施

国の交付決定の時期によります。
（R7:国交付決定R7.7.8）



最後に
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（公財）テクノエイド協会（TAIS）
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※ホームページ

クリック後、
→「福祉用具を探す（※）介護テクノロ
ジーを含む」

→「介護テクノロジーのカテゴリから探
す」から確認可能。



モデル事業について
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○山梨県介護生産性向上総合相談窓口業務

テクノロジーの補助金の活用にあたり、業務改善を
行う専門家（介護生産性向上総合相談窓口業務アド
バイザーほか）が事業所を支援、モデル事業所として、
県内事業所に優良事例として展開

→ 生産性向上推進セミナーへの参加を通じて

事業所の募集 ⇒ 採択 ⇒ 支援を行っていきます。

※ モデル事業に採択された事業所は優先的にテクノ
ロジー補助金の審査、選定を行います。



お問い合わせ・ホームページついて
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社会福祉法人 山梨県社会福祉協議会
介護福祉総合支援センター（介護支援センター）

〒400-0005 甲府市北新1-2-12 山梨県福祉プラザ1階

開館時間 月～金（祝日、年末年始を除く）
午前９時～午後５時

○お問い合わせ

○ホームページ
山梨県 福祉保健部 健康長寿推進課

（お知らせ 又は 「テクノロジーを活用した業務効率化事業費補助金について」 ）

https://www.pref.yamanashi.jp/chouju/index.html

専用の問合せフォーム

※お問い合わせはフォームか
らのみ受け付けております。

（問い合わせフォーム二次元コード）

https://docs.google.com/forms/d/
e/1FAIpQLSe1Q1fDifhOHy0W76G8
Z3mtd8bQyZYvaU025BCpRQ_gTEL
Vsw/viewform

https://www.pref.yamanashi.jp/chouju/index.html
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe1Q1fDifhOHy0W76G8Z3mtd8bQyZYvaU025BCpRQ_gTELVsw/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe1Q1fDifhOHy0W76G8Z3mtd8bQyZYvaU025BCpRQ_gTELVsw/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe1Q1fDifhOHy0W76G8Z3mtd8bQyZYvaU025BCpRQ_gTELVsw/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe1Q1fDifhOHy0W76G8Z3mtd8bQyZYvaU025BCpRQ_gTELVsw/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe1Q1fDifhOHy0W76G8Z3mtd8bQyZYvaU025BCpRQ_gTELVsw/viewform

	スライド 1: テクノロジーを活用した 業務効率化事業費補助金について
	スライド 2: 目次
	スライド 3: １　補助事業の概要
	スライド 4: １　補助事業の概要　－背景
	スライド 5: １　補助事業の概要　－これまでの状況
	スライド 6: １．補助事業の概要（参考：R7年度）　
	スライド 7: １　補助事業の概要　
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12: ２　令和８年度の主な改正点　
	スライド 13: ２　令和８年度の主な改正点
	スライド 14: ２　令和８年度の主な改正点　（１／３）
	スライド 15: ２　令和８年度の主な改正点　（２／３）
	スライド 16: ２　令和８年度の主な改正点　（３／３）
	スライド 17: ３　補助事業のスケジュール
	スライド 18: ３　補助事業のスケジュール
	スライド 19: 最後に
	スライド 20: （公財）テクノエイド協会（TAIS）
	スライド 21: モデル事業について
	スライド 22: お問い合わせ・ホームページついて

